
施工性

コストパフォーマンス

効果の即時性

安全性

事業継続

高所作業不要・屋根裏から設置可能

効果と費用のバランスに優れる

空調効率が向上：省エネに貢献、ランニングコスト削減

施工直後から体感温度が変化

不燃認定素材を使用、施設でも安心

稼働中の施設でも施工可能（工期も短縮）

効果と施工性、安全性を兼ね備えた新工法

■東京営業課
東京都台東区元浅草2丁目6番7号

【お問い合わせ窓口】生活産業資材本部　農産業資材部

https://www.matai-fc.co.jp/[URL]

TEL. 03-3843-2136

■岡山営業課
岡山県瀬戸内市長船町磯上1900

TEL. 0869-26-8552

■札幌営業所
北海道札幌市中央区北二条西2-29 札幌ウィングビル7F

TEL. 011-252-1700

■遮熱対策における各工法の比較

屋内から施工 大規模施工が必要 屋根上作業が必要施工影響

工　法

施工箇所

注意点

メンテナンス性

見える位置に設置されるため、
外観に配慮が必要

放熱しづらく、熱がこもる傾向あり 液だれや塗膜ムラ、施工条件に左右される

不要 基本不要 再塗装が必要（紫外線劣化）

遮熱シート工法 断熱材工法 遮熱塗料工法

屋根下 二重屋根 屋根上

天井が高温となり、扇風機の風も “生ぬるく” 感じられる状態。
快適性の低下により、夏場の集客に影響。

オーナー様コメント：

「暑さでお客様が離れることが減り、評判も上々です」

遮熱シート施工後、天井温度が30℃以上低下。
「風が涼しくなった」「快適に練習できる」と利用者から好評。

屋根の「内側」から熱を遮る

屋根下 遮熱シート工法

施工部分の天井温度が
30℃以上低下
（サーモグラフィ計測）



施設の屋根下から、確かな遮熱を。
マタイファシリティーズ株式会社では、ゴルフ練習場を
はじめとする各種施設の施工実績を活かし、屋根の内側
から施工する遮熱工法の提供を開始しました。

使用する遮熱シートは、国土交通省の不燃材料認定を取
得。建築基準法に基づく防火・内装制限が求められる施
設にも対応可能です。

営業中の施設でも、運営を止めずに導入できます。

天井裏・屋根下に設置できる遮熱シートで、
不燃材仕様のため、工場・施設・学校など
幅広い現場に対応します。

遮熱対策としての新工法。
屋根の内側から設置でき、
防火基準にも適合しています。

使用資材は国土交通省の「不燃材料認定」取得済。

法的適合性

安全性 信頼性

建築基準法の
防火・内装制限に対応

建材としての
選定基準をクリア

火災時の延焼抑制・
有毒ガスの抑制

建築基準法に準拠し、
屋内施設や準防火地域でも安心して導入可能。

営業を止めずに施工。遮熱対策と工期短縮を両立。

パイプ足場や脚立を使用し、
屋内側から安全に施工

既存の天井（折板屋根など）の
直下にワイヤーを設置

遮熱シートを展張し、
H鋼にクランプで固定

大掛かりな建物改修なしで
対応可能

1 2 3 4

◆ ゴルフ練習場 打席（最上階）への施工

輻射熱
（放射熱）

輻射熱
（放射熱）

日射熱日射熱

日射熱

太陽光に含まれる赤外線は、建物や屋根に吸収され熱となり、
屋内温度を上昇させます。
その蓄熱により空気も温められ、空間全体が高温になります。

施工部分の天井温度が
30℃以上低下
（サーモグラフィ計測）

手前が未施工部、
奥が遮熱シート施工部

屋内から施工可能：営業を継続しながら施工でき、工期も短縮
・塗料や断熱材のような経年劣化の心配なし
・既存施設にも後付け可能、改修にも対応

※試験データの数値は、測定値であり保証値ではありません。当製品仕様上の目安として取り扱いください。


